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前置き前置き前置き前置き    

 

PEFC評議会（the Programme for the Endorsement of Forest Certification Schemes）は、森林認証およ

び林産品のラベル制度を通じて持続可能な森林管理を普及する国際組織である。PEFCの認証主張やラベル

が貼付された商品は、消費者や最終ユーザーに、原材料が持続可能に管理された森林、リサイクル、および

問題のない出処からのものであることに関する信頼を届ける。 

 

PEFC評議会は、各国の森林認証制度に対し、PEFC要求事項への適合と定期的な再評価を要求し、これに

承認を与える。 

    

PEFC評議会は、PEFC ST 2002:2010の実行および PEFC評議会テクニカル文書付属文書 4の差し替えに

つき、1年間の移行期間（2011年 11月 26日まで）を決定した。移行期間とは、下記の意味合いを持つ。 

a) 2011年 11月 26日以降、すべての認証企業は PEFC ST 2002:2010を実行し、これに従わなければな

らない。 

b) 2011年 11月 26日以降、すべての初頭審査は PEFC ST 2002:2010に照らして実行しなければならな

い。 

c) 2011年 11月 26日以降、認証機関は認証企業による PEFC ST 2002:2010 の順守を検証するための特

別な審査の実行を求められない。しかしながら、2011年 11月 26日以降に実行されるすべての通常の

年次審査または再審査は PEFC ST 2002:2010に照らして実行しなければならず、認証機関は PEFC 

ST 2002:2010に係る適用範囲で新しい証書を発行しなければならない。 

d)  2011年 11月 26日以降、PEFC評議会は PEFC 評議会テクニカル文書付属文書 4に照らして発行さ

れた認証書は承認しない。 

 

 

序序序序文文文文    

    

林産品に付された PEFC認証主張は、林産品の由来に関して、それが持続可能に管理された森林、リサイク

ル、および問題のない出処からのものであることに関する情報を提供する。購買者や潜在的な購買者は、持

続可能性やその他の配慮に基づいて購買品を選択する際に、この情報を使用することができる。原材料の由

来に関する情報を伝達する目的は、持続可能に管理された森林を生産源とする製品の供給と需給を増大し、

それにより、世界の森林資源の市場主導による継続的な改善の可能性を高めることにある。 

 

PEFCの CoCの最終的な目標は、林産品の顧客に、PEFC認証を受けた持続可能な森林からの、またはリサ

イクルされた原材料の含有量に関する正確で検証可能な情報を提供することにある。 
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適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲    

 

このガイド文書は、PEFCの CoC規格である PEFC ST 2002:2010の要求事項の実行に関する情報を提供す

る。 

 

このガイド文書の規定は参考情報であり、すべての適合査定の評価に関わる行為は文書 PEFC ST 2002:2010

に照らして実行しなければならない。 

 

1.1.1.1. 基準的参考基準的参考基準的参考基準的参考文書文書文書文書    

    

PEFC ST 2002:2010、林産品の CoC－要求事項 

PEFC ST 2001:2008、PEFCロゴ使用規則 －要求事項 

 

2.2.2.2. 用語と用語と用語と用語と定義定義定義定義    

 

このガイド文書の目的のためには、PEFC ST 2002:2010によって定められる定義が適用される。 
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セクション１：セクション１：セクション１：セクション１：    PEFC ST 2002:2010PEFC ST 2002:2010PEFC ST 2002:2010PEFC ST 2002:2010 の使用に関する総合的の使用に関する総合的の使用に関する総合的の使用に関する総合的なガイダンスなガイダンスなガイダンスなガイダンス    

    

参考情報 

 

第３章：定義第３章：定義第３章：定義第３章：定義    

CoCCoCCoCCoC    （（（（3.43.43.43.4））））    

この規格は、CoC とは原材料の由来に関する情報を扱うプロセスであり、認証原材料の含有量に関して正確

で検証可能な認証主張をすることを可能にするものであるとして、これを定める。すべてのプロセスは、投

入（input）を産出（output）に転換する行為として規定される。CoC においては、投入とは供給者による認

証原材料の含有に関する主張であり、産出とは組織が顧客に対してする認証原材料に関する認証主張である。 

 

図 1：CoC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織組織組織組織    （（（（3.133.133.133.13））））、供給者、供給者、供給者、供給者    （（（（3.223.223.223.22））））、顧客、顧客、顧客、顧客    （（（（3.83.83.83.8））））、下請業者、下請業者、下請業者、下請業者    （（（（6.86.86.86.8））））    

    

「組織」とは、顧客に対して認証原材料の含有に関する主張をし、さらに供給者と顧客を明確に確認するこ

とが出来る主体である。また、「組織」の定義は、誰が PEFCの CoCを取得する必要があるか、に関する

ガイダンスを与える。PEFCの CoCは、顧客に対して PEFCの認証主張をするあらゆる主体が実行するも

のである。 

「供給者」なる用語は、認証原材料の含有量に関する主張とともに原材料や製品を組織に直接供給する主体

である。供給者は、該当原材料の納品書類に要求事項 4.4.1.3/5.5.1.3/5.5.1.4を満たす形で正式認証主張を伝

達する。 

「顧客」と言う用語は、組織が認証原材料の含有量に関する主張をする相手の主体を意味する。組織は、顧

客に対し、要求事項 4.4.1.3/5.5.1.3/5.5.1.4を満たす形で該当原材料の出荷書類に正式な認証主張を伝達する。 

 

組織（3.13） 

 （3.7） 

マネジメントシステム 

認証原材料

（3.2） に関す

る認証主張 

（3.5） 

認証原材料

（3.2） に関

する認証主張 

（3.5） 

CoCのプロセス （3.4） 

顧客 （3.8） 

 3.7  

供給者（3.22） 

 3.7  
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「供給者―組織―顧客」のモデルで定義できる供給チェーンやビジネスモデルであれば、CoCの対象とする

ことが出来る。「供給者」と「顧客」の定義は、供給された認証製品の物理的な納入または所有権に関わら

ず、それぞれ「誰が認証主張を伝達するか」や「誰に対して認証主張がなされるか」に基づいて定められる。    

 

図２：CoCモデル 「供給者―組織―顧客」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認証主張認証主張認証主張認証主張（（（（3.53.53.53.5））））／由来／由来／由来／由来    －－－－    原材料の由来原材料の由来原材料の由来原材料の由来    （（（（3.143.143.143.14））））    

 

「認証主張」は一般的に製品の特定の側面に関する情報として定義される。CoCの場合の主張は原材料の由

来に関わるものである。原材料の由来は、その原材料がどこから来たものかに関する地理的な場所としてで

はなく、その場所の特徴に関連するものである。それゆえ、この由来は PEFC認証を受けた森林から、また

はリサイクルから、ということである。 

 

CoC規格は、PEFC評議会の認証主張（例：PEFC認証）または PEFC加盟の各国認証制度独自の認証主張

など各種の認証主張の目的のために使用することが出来る。それぞれの主張は、論理的にも原材料に関して

それを認証と認めるための独自の定義を必要とする。それ故、CoC規格の核心部分では、「認証、中立、そ

の他の原材料」などの一般的な用語を使用し、これらの用語の内容に関しては認証主張のための付属書にお

いて定められる。 

 

図３：標準的な「規格の核心部分―認証主張に関する付属書」の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

中立原材料 （3.12） 

 

認証原材料 （3.2） 

供由来 （3.14） 「PEFC認証」という特定の認証主張に関する

「由来」という用語を定義し（3.6）、その認証

主張に関して「認証、中立、その他原材料」の

用語の内容を定める 

例：認証原材料とは、PEFC承認認証書の保有

者から供給された「PEFC認証」の認証主張を

伴う原材料である（3.16） 

その他原材料（3.15） 

付属書１：「付属書１：「付属書１：「付属書１：「PEFCPEFCPEFCPEFC 認証」主張認証」主張認証」主張認証」主張はははは    

下請業者 （6.8） 

 組織（3.13） 供供給者 （3.22）  顧客 （3.8） 

規格の核心部分規格の核心部分規格の核心部分規格の核心部分    

＋＋＋＋
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リサイクル原材料リサイクル原材料リサイクル原材料リサイクル原材料（（（（3.193.193.193.19））））    

 

表１：リサイクル原材料の分類例 

原材料の例原材料の例原材料の例原材料の例    分類分類分類分類    備考備考備考備考    

建設及び解体による瓦礫 リサイクル 商業、工業、公共施設などから発生する原材料

で、該当製品がそれ以上本来の目的に使用でき

ない場合 

商業運送用の包装用品で例え

ば、パレット、木枠、ケース、

ケーブル、鼓胴など 

リサイクル 商業、工業、公共施設などから発生する原材料

で、それ以上本来の目的に使用できないもの 

パネルボードのメーカーが調達

する家具の切り落とし 

リサイクル 廃棄物から転用されるもので、発生のもととな

った生産加工の工程に再投入されないもの 

おが屑や木片など製材からの副

製品 

リサイクルではな

い 

消費前、消費後にかかわらない。 

製材の副製品は消費前リサイクル原材料の定義

から除外されている 

売れ残りの雑誌、新聞、その他

の印刷物で配送から返却された

もの 

リサイクル エンドユーザーとしての立場の工業施設から発

生するもので、該当製品がそれ以上本来の目的

に使用できないもの 

製造時の欠陥家具の再使用で、

パネルボードのメーカーによっ

て使用されるもの 

リサイクル 工業施設で発生するもので、その工業施設が該

当欠陥家具の最終ユーザーであり、その製品は

それ以上当初の目的に使用できないもの 

印刷業者の断ち落とし リサイクル 廃棄物から転用されるもので、該当原材料はそ

れが発生したのと同一の生産加工工程に再投入

されないもの 

事務所や家庭からのくず紙の再

使用 

リサイクル 家庭から発生したもの 

EN643 に基づく回収紙のグレ

ード 

リサイクル EN643に定められたグレードはリサイクル原材

料の定義に見合う 

製紙またはパルプ工場で発生し

た損紙で、それが発生したのと

同一の加工工程に再投入される

もの 

リサイクルではな

い 

工場損紙は、「加工工程から生まれる原材料で、

それが発生したのと同一の工程に再使用される

もの」なので、リサイクル原材料の定義から除

外される 

 

4.24.24.24.2／／／／5.35.35.35.3 項／項／項／項／付属書１：由来の確認付属書１：由来の確認付属書１：由来の確認付属書１：由来の確認    

 

組織は、原材料の入荷ごとに供給者がその納品書類の中に盛り込む情報と認証主張に基づいて由来のカテゴ

リー（認証原材料、中立原材料、その他の原材料）を確認と検証をしなければならない。 

 

由来の確認は２つの段階を踏んで実行される。すなわち、（1） 供給者の段階における確認、（2） 入荷の

段階における確認、である。 
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図４：由来の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

4.2.2/5.2.4.2.2/5.2.4.2.2/5.2.4.2.2/5.2.2222 項項項項    供給者の段階における由来の確認供給者の段階における由来の確認供給者の段階における由来の確認供給者の段階における由来の確認    

    

認証原材料の供給者ごとに、組織は、その供給者が付属書１が「PEFC 認証」という特定の主張に関して定

める認証原材料の供給者としての基準を満たしているかどうかを検証しなければならない。検証は供給者の

森林管理認証書または CoC認証書に基づいて行なうもので、供給者はそれらのハードコピーを組織に提供す

るか、または例えば自社のウェブサイトへの特定の引用などを通じて、組織がコピーを入手できる様にする。 

すべての情報は、また、PEFC評議会の PEFC承認認証書のデータベース（www.pefc.org）によって検証可

能である。しかし、データベースによって供給者の資格の有無を検証することは、組織が供給者の認証書の

コピーを入手可能にする責任に代替することはできない。 

「認証状態を確認するその他の文書」（4.2.1.2g、4.2.2.1、4.4.1.3g、5.2.1.3b、5.2.2.1）という用語は、主

体が地域またはグループ森林管理認証、または、マルチサイトの CoC認証の場合の PEFC承認証書の対象範

囲に含まれることを証明する文書のことを言う。 

すべての投入原材料を「認証、

中立、またはその他の原材料」

として分類 

 供供給者の段階の確認

（4.2.2/5.2.2） 

 
「認証」原材料を納入できる

供給者のリスト 

供入荷の段階の確認 

（（4.2.1/5.2.1） 

行為行為行為行為    結果結果結果結果    
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図５：供給者の段階における確認：付属書１の要求事項図５：供給者の段階における確認：付属書１の要求事項図５：供給者の段階における確認：付属書１の要求事項図５：供給者の段階における確認：付属書１の要求事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.1/5.2.1 項：入荷の段階における項：入荷の段階における項：入荷の段階における項：入荷の段階における由来の由来の由来の由来の確認確認確認確認 

    

    

PEFCPEFCPEFCPEFC 承認認証書承認認証書承認認証書承認認証書    （（（（3.163.163.163.16））））    

－－－－該当の認証書はこの規格または PEFCの承認を

受けた CoC規格に照らして発行され、有効期間

内であること（PEFCの承認を受けた CoC規格

のリストは www.prfc.orgを参照） 

－－－－該当の認証書は PEFC公示認証機関によって発

行されていること（PEFC公示認証機関のリス

トは www.pefc.orgを参照） 

－－－－該当の認証書は認定機関のマークやシンボルを

表示していること    

 供森林管理認証書（3.16／付属書
 

 PEFCPEFCPEFCPEFC 承認認証書承認認証書承認認証書承認認証書    （（（（3.163.163.163.16））））    

－－－－該当の認証書は PEFCの承認を受けた森林認証制度

（PEFCの承認を受けた森林認証制度については

www.prfc.orgを参照）の適用範囲で発行され、有効

期間内であること 

－－－－該当の認証書は PEFC公示認証機関によって発行さ

れていること（PEFC公示認証機関のリストは

www.pefc.orgを参照） 

－－－－該当の認証書は認定機関のマークやシンボルを表示

していること    

供グループ／地域森林管理認証への

加盟を確認する文書（付属書 1） 

供給者の認証書供給者の認証書供給者の認証書供給者の認証書    

認証書の内容認証書の内容認証書の内容認証書の内容    

供 PEFC CoC 認証書 

（（3.16／付属書 1） 
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4.24.24.24.2.1.1.1.1 項項項項／／／／5.2.15.2.15.2.15.2.1 項項項項::::：入荷の段階における：入荷の段階における：入荷の段階における：入荷の段階における由来の確認由来の確認由来の確認由来の確認    

    

4.4.14.4.14.4.14.4.1 項／項／項／項／5.5.15.5.15.5.15.5.1 項：販売・譲渡製品に関わる文書項：販売・譲渡製品に関わる文書項：販売・譲渡製品に関わる文書項：販売・譲渡製品に関わる文書    

 

図６：販売製品に関わる文書の例（送り状） 
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図７：入荷の段階における確認図７：入荷の段階における確認図７：入荷の段階における確認図７：入荷の段階における確認    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織は、認証原材料／製品の供給者から受け取らなければならないのと同様の情報（図 6および図 7を参照）

を、顧客（4.4.1 項／5.5.1 項）に対しても提供しなければならない。この情報は，原材料の由来に関する認

証主張 である「PEFC認証 x％」を含むこと。組織は、顧客に CoC認証書のコピーまたはその入手手段を提

供することも求められる。 

入荷書類の内容入荷書類の内容入荷書類の内容入荷書類の内容    

（（（（4.2.1.24.2.1.24.2.1.24.2.1.2 項／項／項／項／5.2.1.25.2.1.25.2.1.25.2.1.2 項／項／項／項／5.2.1.3 5.2.1.3 5.2.1.3 5.2.1.3 項／付属文書項／付属文書項／付属文書項／付属文書 1111））））    
検証検証検証検証    

供給者の確認 

顧客の確認 

製品の確認 

入荷量 

入荷日付 

納品と「認証」原材料の供給者との関連

付け （4.2.2項／5.2.2項） 
① 

② 組織は、入荷書類上で該当納品の受取人

として確認可能でなければならない 

③ 
入荷された原材料／製品の認証確認を

し、その原材料／製品を適切な製品グル

ープに関連付ける 

④ 
パーセンテージ方式の計算に算入する

入荷品の量を確認する 

入荷日とパーセンテージ計算への算入

日を確認する 

⑤ 

納品ごとに入荷書類上

に正式認証主張

「PEFC x％」を表示 

正式な認証主張「PEFC認証 x％」の

付された納品のみが「認証」原材料と

見なされる。 

「リサイクル」主張される原材料はそ

の原材料自体（原材料の種類）または

関連書類による検証が可能でなけれ

ばならない。 

⑥ 

供給者認証書の識別子 該当する入荷品を「認証」原材料の供給

者と関連付ける （4.2.2項／5.2.2項） 

⑦ 
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4.5 項：項：項：項：CoC の方式の方式の方式の方式 

PEFCのCoC規格は、組織が原材料のフローのみでなく、コミュニケーションやマーケティング上のニーズ、

又は顧客からの特定の要求に基づいて実行可能ないくつかのオプションを提供する。 

図８：CoCの方式のオプションの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５項：パーセンテージ方式５項：パーセンテージ方式５項：パーセンテージ方式５項：パーセンテージ方式 

図９：パーセンテージ方式のモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーセンテージのパーセンテージのパーセンテージのパーセンテージの振替振替振替振替    (5.4)(5.4)(5.4)(5.4)    

パーセンテージ方式 

（5） 

 

物理的分離方式 （4） 

単純パーセンテージ （5.3.5） 

パーセンテージの計算パーセンテージの計算パーセンテージの計算パーセンテージの計算（（（（5.35.35.35.3））））    

移動パーセンテージ （5.3.6） 

平均パーセンテージ （5.4.1） 

ボリュームクレジット 

 （5.4.2） 

クレジットの計算（クレジットの計算（クレジットの計算（クレジットの計算（5.4.2.25.4.2.25.4.2.25.4.2.2））））    

「認証率と生産量」による  

計算（5.4.2.3） 

「投入量と歩留率」 に 

よる計算 （5.4.2.4） 

マネジメントシステム（6） 

顧客に対す

る認証主張 

由来の 

確認 

（5.2） 

供給者

による

認証 

主張 

％の

計算 

(5.3） 

％の 

振替 

（5.4） 

販売と 

情報の

伝達

（5.5） 
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5.1.2.項：製品グループの決定項：製品グループの決定項：製品グループの決定項：製品グループの決定 

組織は、実行する CoCの対象となる製品グループを決定しなければならない。製品グループは、単一種類の

製品または製品群に関連させることができる。製品グループは、例えば、種や性質などにおいて同一または

類似の投入原材料を含有する生産品のみを含むことが出来る。 

組織は、平行または連続製品グループを定めることが出来る。連続製品グループの場合は、「供給者」（3.22） 

と「顧客」（3.8） の用語は「社内」供給者および「社内」顧客として理解される。 

 

図１０：製品グループの定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.1.4 項：入荷の段階における確認項：入荷の段階における確認項：入荷の段階における確認項：入荷の段階における確認     

入荷書類によって受け取る情報（5.2.1項および 5.2.2項）の検証に基づき、組織は、各々の原材料を「認証

原材料」「中立原材料」、「その他原材料」のいずれかとして分類する。 

 

表２：パネルボード生産における由来確認の例 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

入荷 

番号 

日付 商品の記述 PEFC

主張 

量 

調達    トン当り 

計量 

由来のカテゴリー（トン） 

認証     中立   その他 

537390 03/06/2009 丸太 0% 31300 kg 31.3 0 0 31.3 

537391 03/06/2009 カンナ 0% 8160 kg 8.16 0 0 8.16 

内部顧客 

顧客への認

証主張 

パルプ「製品グループ」 
供給者の

認証主張 紙「製品グループ」 

内部供給者 

マネジメントシステム（6） 

組織 
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537392 03/06/2009 再生梱包木

材チップ 

リ サ

イ ク

ル 

17840 kg 17.84 17.84 0 0 

続き 

538399 16/06/2009 おが屑 75% 83 m
3
 28.38 21.29 0 7.09 

続き 

538705 18/6/2009 丸太 100% 28140 kg 28.14 28.14 0 0 

538706 18/6/2009 再生パレッ

トチップ 

リ サ

イ ク

ル 

14360 kg 14.36 14.36 0 0 

続き 

合計 43624 26984 0 16640 

 

注意書： 

表 1の由来確認の例：  

－－－－ この表は該当期間中に調達された原材料の例を示すのみなので、「合計」欄の数字は、6、7、8、9 列の数字と一致

しない。 

－－－－[列１]：「入荷番号」の欄は、「入荷書類」の確認が出来るようにするべきである。（5.2.1.2項） 

－－－－[列４]：この欄には、供給者による PEFC認証主張（PEFC認証原材料の含有率）、または該当原材料の「リサイクル」

状況(status) を記入する。PEFC認証主張される原材料は付属書 1の要求事項を満たす。 

－－－－[列５]：入荷書類によって確認された計量単位による原材料の量 

－－－－[列６]：5.3.2項による認証率の計算を可能にする単一の計量単位による調達原材料の量（ドライトン）入荷番号 538399

の入荷については、立米をトンに変換するため、組織の社内転換率を使用。 

－－－－[列 7、8、9]：調達された原材料は、「認証」、「中立」、「その他」の原材料として分類しなければならない。（5.2.1.4

項）由来に関するこれらの分類基準は、付属書 1にある。調達された製品の一部部分のみが PEFC認証原材料である

場合（納入番号の 538399をご参照）、含有率に相当する量のみが「認証」（7.75x28.38=21.29）として分類される。

その他の 7.09は「その他」として分類しなければならない。 

 

5.3 項項項項：：：：認証率の計算認証率の計算認証率の計算認証率の計算 

企業は、認証率の計算にあたり、単純パーセンテージと移動平均パーセンテージの二つの方式を採用できる。 

5.3.5 項項項項：：：：単純パーセンテージ単純パーセンテージ単純パーセンテージ単純パーセンテージ 

特定の製品グループの認証率は、その計算の対象範囲に含まれる特定の製品に含まれる原材料から計算され

る。この方式は組織が特定の生産品のために原材料を調達する場合に適用される。（例：印刷業務） 

例：この組織は、認証主張をする特定の製品バッチの生産に関し表１に表示された（７月）投入原材料を調

達した。投入された原材料は特定の製品グループの生産のために実際に使用された。 

表 3：単純パーセンテージ計算の例 
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１ ２ ３ 

調達された認証原材料の量（トン） その他の原材料の量（トン） 単純パーセンテージ 

Vc Vo Pc：Pc=Vc／（Vc+Vo） 

26 984 16 640 61.86% 

注意書：上記の表の数字は表 2からとったものである。 

 

5.3.6 項：移動平均方式項：移動平均方式項：移動平均方式項：移動平均方式 

特定の認証主張期間に関する移動平均は、その主張期間に先んじる期間中に調達された投入原材料によって

計算される。 

認証主張期間は、3か月を超えてはならない。原材料の投入期間は 12か月を超えてはならない。 

原材料の投入期間は認証主張期間より長くなくてはならない。 

図 11：移動平均計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動平均３か月の例：移動平均３か月の例：移動平均３か月の例：移動平均３か月の例：  

１か月の認証主張期間の認証率の計算は、過去 3 か月間に調達された認証原材料とその他原材料の量によっ

て計算される。 

注意書：組織が CoCを開始し、移動平均の計算に使用される期間がその CoC開始からの期間より長い時は、

移動平均の計算は、CoCを設定してからの期間に調達された量によって行われる。表 2には、その一例が示

されている。最初の移動平均（月１）は月１の期間内に調達された分から計算され、２番目の移動平均（月

2）は、月 1および月 2に調達されたもののみから計算される。 

 

表 4：パネルボード生産で 3か月の移動平均を使用する例 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

認証主張期間 調達された認

証原材料の量  

調達されたその

他の原材料の量

過去 3 か月間に調

達された認証原材

過去 3 か月間に調

達されたその他原

3 か月の移動平均

認証率の計算 

製品グループ 

原材料投入期間 認証主張期間 時間 
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１か月 （トン） （トン） 料の量（トン） 材料の量（トン） 認証率 

j = i Vc Vo Vc （3） Vo（3） Pc（3） 

   

  

2009/1 13654 28654    

2009/2 15563 32654 13654 28654 32.27% 

2009/3 19546 25987 29217 61308 32.28% 

2009/4 5264 36214 48763 87295 35.84 

2009/5 12695 26154 40373 94855 29.86 

2009/6 26984 16640 37505 88355 29.80 

2009/7 21564 15261 44943 79008 36.26 

2009/8 26897 14561 61243 58055 51.34 

2009/9 15265 22641 75445 46462 61.89 

2009/10 18564 26594 63726 52463 54.85 

2009/11 16235 25264 60726 63796 48.77 

2009/12 15462 24152 50064 74499 40.19 

続き 

 

注意書： 

表 4に表示された計算の例： 

－[列 1]：認証率計算の対象となる 1か月の認証主張期間の確認。 

－[列 2と列 3]：「認証」と「その他」の原材料の量は、原材料の由来確認の結果を示す。（5.2.1.4項 参照） 

「2009年 6月」の数字は表 2からとったものである。 

－[列 4]：量は、過去３か月間に調達された「認証原材料」の総量を示す。 

2009年 6月の Vc（3）＝Vc（2009年５月）+Vc（2009年 4月）+Vc（2009年 3月）すなわち、 

Vc（3） = 19546+5264+12695=37505 （トン） 

－[列 5]：「その他」原材料の量は、過去 3か月間に調達された「その他」原材料の総量を示す。 

2009年 6月の Vo（3）＝Vo（2009年５月）+Vo（2009年 4月）+Vo（2009年 3月）すなわち、 

Vo） = 25987+36214+26154=88355 （トン） 

－[列 6]：移動平均による認証率は、3.3.1項の計算式に従って計算される。Pc=Vc/（Vc +Vo） 

2009年 6月の Pc（3）=100xVc（3）/ [Vc（3）+Vo（3）] すなわち、 

Pc（3）=100x37505/（37505+88355） =29.80% 
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5.4 項：認証率の生産量への振替項：認証率の生産量への振替項：認証率の生産量への振替項：認証率の生産量への振替 

認証率は製品グループの特定認証主張期間について計算し、その期間中に販売／譲渡された製品に振替えな

ければならない。この規格はこのための二つの方式、すなわち平均認証率方式（5.4.1項）およびボリューム

クレジット方式（5.4.2項）、を定める。 

 

5.4.1 項：平均パーセンテージ方式項：平均パーセンテージ方式項：平均パーセンテージ方式項：平均パーセンテージ方式 

平均パーセンテージ方式においては、認証率は特定の認証主張期間の製品グループのすべての製品に適用さ

れる。 

表 5：平均パーセンテージ方式のパネルボード生産への適用（表 4の続き） 

1 2 3 4 

1か月認証主張期間 3 か月移動平均パーセ

ンテージ 

認証期間中の製品グル

ープからの総生産 

認 証 製 品 の 量 （ M3 ）  

（PEFC 認証原材料の％付

き） 

J = i Pc（3） Vpb Vcp （Vc%） 

   Vcpi=Vpbi 

認証主張％＝Pci 

2009年 1月 0.00% 64589 0.00 

2009年 2月 32.27% 73698 73698 （32.27%） 

2009年 3月 32.28% 69568 69568 （32.28%） 

2009年 4月 35.84% 65423 65423 （35.84%） 

2009年 5月 29.86% 57894 57894 （29.86%） 

2009年 6月 29.80% 66589 66589 （29.80%） 

2009年 7月 36.26% 58789 58789 （36.26%） 

2009年 8月 51.34% 62458 62458 （51.34%） 

2009年 9月 61.89% 59658 59658 （61.89%） 

2009年 10月 54.85% 70458 70458 （54.85%） 

2009年 11月 48.77% 62458 62458 （48.77%） 

2009年 12月 40.19% 60589 60589 （40.19%） 

続く 

 

注意書：[列 4]：平均パーセンテージ方式を使用した場合の認証製品の量は、特定の認証主張期間中に販売された製品の

量と一致する。（Vcp=Vpb） 
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認証製品において認証主張された認証原材料のパーセンテージは、特定の認証主張期間に関して計算された認証率と一致

する。[列 2] 

2009年 9月：Vcp=66589（（（（M3））））、、、、認証率＝29.80% 

 

5.4.2 項：項：項：項：ボリュームクレジットボリュームクレジットボリュームクレジットボリュームクレジット・システム・システム・システム・システム 

組織は、下記のいずれかを使用して生産品のボリュームクレジットを計算することが出来る。 

a） 認証率と生産品の量（5.4.2.3項） 

b） 投入原材料と歩留まり率（5.4.2.4項） 

 

5.4.2.3 項：認証率と項：認証率と項：認証率と項：認証率と生産生産生産生産量を使用した量を使用した量を使用した量を使用したボリュームクレジットボリュームクレジットボリュームクレジットボリュームクレジットの計算の計算の計算の計算 

表 6：認証率と生産量を使用してパネルボード生産をする場合のボリュームクレジット計算の例（表 5 の続

き） 

1 2 3 4 

1か月認証主張期間 3 か月移動平均パーセン

テージ 

認証主張期間の総生産

量（M3） 

生産品のボリュームク

レジット（M3） 

j= i Pc（3） Vpb VC 

 V c（3） 
Pc=  

Vc（3）+Vo（3） 

  

VC=Vpbi*Pci 

2009年 1月 0.00% 64589 0.00 

2009年 2月 32.27% 73698 23782.34 

2009年 3月 32.28% 69568 22456.55 

2009年 4月 35.84% 65423 23447.60 

2009年 5月  29.86%% 57894 17287.15 

2009年 6月 29.80% 66589 19843.52 

2009年 7月 36.26% 58789 21316.89 

2009年 8月 51.34% 62458 32065.94 

2009年 9月 61.89% 59658 36922.34 

2009年 10月 54.85% 70458 38646.21 

2009年 11月 48.77% 62458 30460.77 

2009年 12月 40.19% 60589 24350.72 

続く 
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注意書： 

－[列 4]：ボリュームクレジットは、特定の認証主張期間の認証率[列 2]とその認証主張期間中の生産量[列 3]から計算さ

れる。故に、2009年 6月 Vcp=0.2980 x 66589 = 19843.52 （M3） 

 

5.4.2.4 項：項：項：項：投入原材料と歩留り投入原材料と歩留り投入原材料と歩留り投入原材料と歩留り率を用いた率を用いた率を用いた率を用いたボリュームクレジットボリュームクレジットボリュームクレジットボリュームクレジットの計算の計算の計算の計算 

 

表 7：：：：投入原材料と歩留り率を用いたボリュームクレジットの計算の例 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

納入番号 日付 製 品 説

明 

認証状態 量（M3） 用材ボリューム

クレジット 

歩留り率=0.6 

チップと おが屑

のボリュームク

レジット（トン） 

歩 留 ま り 率 ＝
0.18 

0353 7月１日 丸太 PEFC認証 75％ 45 20.25 6.08 

0354 7月 3日 丸太  65   

0355 7月 3日 丸太  85   

0356 7月 5日 丸太 PEFC認証 100％ 65 39 11.7 

0357 7 月 14日 丸太  82   

0358 7 月 25日 丸太 PEFC認証 70％ 65 27.3 8.2 

2009年 6月のトータル 50.55 25.98 

 

5.4.2.5 項：項：項：項：ボリュームクレジットボリュームクレジットボリュームクレジットボリュームクレジット・アカウント・アカウント・アカウント・アカウント 

組織は、CoCの対象となる製品グループについてボリュームクレジット・アカウントを作成しなければなら

ない。 

表 8：パネルボード生産におけるボリュームクレジット管理の例（表 6の続き） 

１ ２ ３ ４ ５ 

認証主張期間 クレジットの入

力 

クレジットボリ

ューム（M3） 

クレジットアカウン

ト（使用可能なクレジ

ット）M3 

クレジットアカウント

の  最大限度（M3） 

使用クレジット 

クレジットボリュー

ム（M3） 

i VC = [3](i-1) - [5](i-1)+[2] (i) 

条件：[3]<=[4]  

 

2009/1 0.00 0.00 0.00 0.00 
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2009/2 23782.34 23782.34 23782.34 0.00 

2009/3 22456.55 46238.89 46238.89 0.00 

2009/4 23447.6 69686.49 69686.49 0.00 

2009/5 17287.15 86973.64 86973.64 0.00 

2009/6 19843.52 104270.6 106817.16 2546.56 

2009/7 21316.89 124629.26 128134.05 958.23 

2009/8 32065.94 156132.75 160199.99 562.45 

2009/9 36922.34 193055.09 197122.33 0.00 

2009/10 38646.21 230154.05 235768.54 1547.25 

2009/11 30460.77 259067.67 266229.31 1547.15 

2009/12 24350.72 283418.39 290580.03 0.00 

2010/1 22564.15 305726.39 313144.18 256.15 

2010/2 25654.25 315016.09 315016.09 958.26 

2010/3 26789.15 319348.69 319348.69 123.15 

続く 

 

注意書： 

表 8をベースにした「2010年 3月(最終欄)」の認証主張期間に関する計算例： 

－[列 2]：1か月の認証主張期間に関して計算されたボリュームクレジット（2009年 1月から 12月分の数字は表 6から

のもの） 

－[列 3]：クレジットアカウント（使用可能なクレジット）は、前月のクレジットアカウント[列 3、2010 年 2 月]から前

月のクレジット使用分[列 5、2011年 2月]を差し引き、それに該当月のボリュームクレジット分[列 2、2010年 3月] を

加えることによって計算される。 

2010年 3月：315016.09 - 958.26 + 26789.15=340846.98 [M3] 

クレジットアカウントに累積されたボリュームクレジットの総量は、過去 12 か月に算入されたクレジットの総量 [列

4＝319348.69] を超えることはできない。（5.4.2.7項） 

ところで、340846.98＞319348.69なので、使用可能なクレジットアカウントの量は 319348.69 M3となる。 

－[列 4]：クレジットアカウントの許容される最大値は、過去 12か月間にクレジットアカウントに投入されたボリューム

クレジットの合計として計算される。[列 2, 2009年 4月から 2010年 3月まで] 

 

 

4.4.2 項および項および項および項および 5.5.2 項：ロゴと項：ロゴと項：ロゴと項：ロゴとラベルの使用ラベルの使用ラベルの使用ラベルの使用  

この規格は、組織による認証原材料の含有量についての主張を可能とする。（例：付属書１に基づく「PEFC 

認証ｘ％」等。）しかし、この規格は、認証製品への認証ラベル使用を強要しない。この規格においては、
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ラベルの使用は、組織が認証製品であることを伝えるための選択的なコミュニケーション手段であると考え

る。 

しかしながら、この規格は、組織が製品上または製品外の商品コミュニケーションとしてラベルを使用する

ことを決める場合は、ロゴやラベルの使用を CoCの一部とすることを求めており、組織はそのロゴやラベル

の所有者が定める規則や条件に従わなければならない。 

PEFC のロゴを申請する組織は、PEFC 評議会または PEFC 認可団体（例：PEFC 加盟メンバー等）が発行

する有効なロゴ使用ライセンスを保有していなければならない。PEFCロゴ使用に関する要求事項は、PEFC 

ST 2001:2008に盛り込まれている。 

PEFCロゴ使用規則（PEFC ST 2001:2008）は、「PEFC認証」および「PEFCリサイクル」の二種のラベ

ルを定める。これらのラベルの使用は、二つの基準に基づいており、一つは「PEFC 認証」原材料の含有量

であり、他はリサイクル原材料の含有量である。 

この規格は、PEFC加盟メンバーである各国認証制度が策定する様々な認証主張の目的にも使用されるので、

組織はこれらの認証主張をサポートするための異なるラベルやロゴを使用することも可能である。 

図 12：PEFCの CoCとラベル使用上の要求事項の関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PEFC CoC PEFC CoC PEFC CoC PEFC CoC 規格規格規格規格    

PEFC ST 2002:2010  

付属文書１ 

PEFCPEFCPEFCPEFC ロゴ使用規則ロゴ使用規則ロゴ使用規則ロゴ使用規則    

PEFC ST 2001:2008  

下記の製品： 

- PEFC認証原材料 70%以上 

- リサイクル原材料 85%以下 

 

 

下記の製品： 

- PEFC認証原材料 70%以上 

- リサイクル原材料 70%以上 
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表 9：PEFCラベル使用に関する基準の例 

 企業 Ａ 企業 Ｂ 

「PEFC認証」原材料の含有量
1
 90% 90% 

リサイクル原材料
2
 60% 75% 

PEFCの使用
3
 「PEFC認証」ラベル 「PEFCリサイクル」ラベル 

注意書 1：PEFC認証製品に含まれる「PEFC認証」原材料の含有量はこの規格およびその付属書１の要求事項に基づく。

リサイクル原材料は、「PEFC認証」原材料として認められ、これに含まれる。 

注意書 2：リサイクル原材料の含有量は、ISO14021の規定によって計算される。（図 14を参照） 

注意書 3：リサイクル原材料の含有量が 70% から 85%の間にある場合、組織はどちらのラベルを使用するかを決めるこ

とが出来る。 

 

6 項：マネジメントシステムに関する項：マネジメントシステムに関する項：マネジメントシステムに関する項：マネジメントシステムに関する最低限の最低限の最低限の最低限の要求事項要求事項要求事項要求事項 

組織は、CoCの工程を適切かつ一貫性をもって確実に実行するためのマネジメントシステムを構築しなけれ

ばならない。同時に、このマネジメントシステムに関する要求事項は、第三者の認証機関によるサンプリン

グに基づくこの規格への適合審査をを許容する。 

図 13：マネジメントシステムの要求事項の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全般的な責任（6.2.1） 

責任／権限 

（6.2.2） 

手順の

文書化 

（6.3） 

記録 

(6.4) 

資源 

(6.5) 

管理（6.6） 苦情（6.7） 下請け（6.8） 

CoCの工程 供給者の 

認証主張 

顧客への

認証主張 
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付属書１：リサ付属書１：リサ付属書１：リサ付属書１：リサイクル原材料の含有量の計算イクル原材料の含有量の計算イクル原材料の含有量の計算イクル原材料の含有量の計算 

リサイクル原材料を含む製品に関して、付属書 1 は組織にリサイクル原材料の含有量を計算することを求め

る。リサイクル原材料の含有量は、顧客や取引先からの要求があれば伝えなければならない。 

 

リサイクル原材料の計算は、図 14で示す様に ISO14021の 7.8.4項に従わなければならない。リサイクル原

材料（消費前および消費後）の定義は、PEFCの CoC規格で使用されるリサイクル原材料の定義と一致する。

（3.19項） 

リサイクル原材料の含有量は、使用するべき PEFCラベルの決定に関する二つの基準の一つである。（5.5.2

項も参照） 

図 14：ISO14021に基づくリサイクル原材料の計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価は、ISO14021の 6節に従って行われなければならない。さらに、リサイクル原材料の含有量

は、下記のように計算されたパーセンテージの数字として表さなければならない。製品や梱包にお

いてはその中のリサイクル原材料の含有量を直接計算する方法がないので、ロスや拡散を考慮した

後のリサイクルの過程から得られた原材料の量を使用しなければならない。 

 

X = パーセンテージで示されたリサイクル原材料の含有量 

 A = リサイクル原材料の量 

 P = 製品の量 

 

リサイクル原材料の調達源と量に関する検証は、その調達の関連書類や入手可能なその他の記録の

使用を通じて実行することができる。 
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セクションセクションセクションセクション 2：：：：特定のプロジェクトに関わる特定のプロジェクトに関わる特定のプロジェクトに関わる特定のプロジェクトに関わる PEFC-CoC の実行に関するガイダンスの実行に関するガイダンスの実行に関するガイダンスの実行に関するガイダンス 

 

参考情報 

1.    序文序文序文序文     

このセクションは、認証原材料を使用する特別プロジェクトに関連してこの規格の要求事項を実行するため

のガイダンスを提供する。 

プロジェクトのレベルにおける PEFC-CoCの実行と認証は、継続的な認証製品の生産または商取引とに関連

する認証主張と言うより、むしろ時間および場所的に特定されたプロジェクトについて有効なものであると

言う点で特殊である。 

ここに与えられた情報は、規準的な要求事項を定めるこの規格の規準部分と併せて読むべきものである。 

 

2    用語と定義用語と定義用語と定義用語と定義 

PEFC ST 2002:2010の関連定義と、このガイド文書に特有の下記の定義とがともに適用される。 

2.1 

管理主体（管理主体（管理主体（管理主体（Controlling entity）））） 

管理主体とは、特別に定められたプロジェクトの総合的な管理統制をする組織である。 

2.2 

プロジェクト（プロジェクト（プロジェクト（プロジェクト（Project）））） 

プロジェクトとは、明確に定義された有形の製品、機能的なユニットを形成する製品の部分、または機能的

なユニットを形成する関連する製品のグループで、特定の一拠点（site）で製造および／あるいは組み立てら

れたものである。（例外としては、一つの拠点で建造し、他の場所で艤装される船舶など統合された一連の

拠点群がある） 

注意書 1：このガイドで使用される「プロジェクト」という用語はこの規格で使用される製品グループと同

義である。 

注意書 2：プロジェクトの例としては、船舶、新スタジアムまたは事務所ビルの建設、または、そうした船

や建物などの改造などがある。「その製品の部分」とは、建物の屋根などがある。「関連する製品のグル―

プ」の例としては一つの場所の建物群などがある。 

2.3 

プロジェクト・メンバープロジェクト・メンバープロジェクト・メンバープロジェクト・メンバー 

プロジェクト・メンバーは、特別に定められたプロジェクトのためにする原材料や製品の調達、または据付

けに関わる組織である。この用語は、プロジェクトの拠点や拠点群以外の場所における製品の製造または差

し替えに関与する組織は含まない。 
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3.    プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト CoC の実行の基礎の実行の基礎の実行の基礎の実行の基礎 

3.1    CoC 方式の適用方式の適用方式の適用方式の適用 

3.1.1 いかなるプロジェクトも、様々な認証率の様々な供給者を伴うものである。そのような状況にあって

は、物理的な分離方式は適用できない。それ故、プロジェクト CoCは、プロジェクト全体に投入された認証

原材料によって認証率が決められるパーセンテージ方式に基づくものとなり、そのプロジェクトに投入され

た認証原材料の割合によって単一の認証率の主張が可能となる。 

3.2    パーセンテージ方式パーセンテージ方式パーセンテージ方式パーセンテージ方式 

3.2.1    プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト 

3.2.1.1 この規格は、CoC規格が特定の製品グループに関して実行されることを求める。プロジェクト CoC

の場合、特定のプロジェクトとは、CoCの工程が適用される製品グループであると考えられる。CoCの工程

は、生産に投入され、認証率の計算に使用された（a）認証、（b）中立、（c）その他、の原材料の確認と数

量化を伴う。 

3.2.1.2：プロジェクトは下記に限定される。 

（a）CoCの対象となる製品、または部分、または製品グループ 

（b）該当のプロジェクトが製造または組み立てられる単一の拠点 

（c）該当のプロジェクトが製造または組み立てられる期間 

3.2.1.3 プロジェクトは、プロジェクト CoC認証主張がなされる対象である製品、建築、またはその部分に

相当する。その例が下に示される。 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.1.4 プロジェクトは複数の製品を対象範囲とすることが出来るが、そのような場合は、それらすべてが

単一の機能的ユニットを形成する。 

3.2.1.5 主張期間は、プロジェクトが製造または組み立てられる期間に相当する。 

 

3.3    由来の確認由来の確認由来の確認由来の確認 

3.3.1 管理主体は、該当プロジェクトのために管理主体が直接調達したか、または、他のプロジェクト・メ

ンバーにが調達したすべての原材料について、この規格が定める（a）認証、（ｂ）中立、または（ｃ）その

他の原材料であることが確実に確認、検証されることの責任を負う。 

CoCCoCCoCCoC 認証主張認証主張認証主張認証主張    

    

・このスタジアム建築（補助材を含む）に使用さ

れる木材のｘ％は PEFC認証材です。 

・家屋建築プロジェクト「abc」の屋根部分に使用

された木材のｘ%は PEFC認証材です。 

・船舶「xyz丸」の改造に使用された木材の x％は

PEFC認証材です。 

プロジェクトの対象範囲プロジェクトの対象範囲プロジェクトの対象範囲プロジェクトの対象範囲        

        

・建造物全体、例）補助材を含むスタジアム 

 

・家屋建造プロジェクト「abc」の屋根関係 

 

・船舶「xyz」丸の改造 
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3.3.2 入荷ごとに行う由来の確認の対象となるのは、供給者、入荷日、入荷量（または重量）および認証原

材料の認証率を含む正式認証主張である。 

3.3.3 認証原材料の供給者の確認には、認証原材料の供給者基準を満たしていることを PEFC承認森林管理

認証書または CoC認証書によって検証することも含まれる。 

3.3.4 プロジェクト・メンバーは、管理主体に対して、該当プロジェクトへの投入原材料の全体的な確認の

一環として、すべての投入原材料の受取りに関する検証可能な情報を提供する責任を負う。  

 

3.4    認証認証認証認証率率率率のののの計算計算計算計算 

3.4.1 プロジェクトに関する認証率の主張は、特定のプロジェクトに投入、使用された原材料を基に、この

規格に従って単一の認証率として計算される。 

3.4.2 認証率の計算は、その計算の対象範囲に含まれるすべての原材料につき共通で単一の計量単位に基に

しなければならない。プロジェクトに複雑多岐な製品が組み込まれている場合は、その様な単一の計量単位

の決定は困難となることがある。もし管理主体が、正式な変換率や内部で決定する嵩や重量の共通の計量単

位を見出すことが不可能であることを示した場合、その計算は単一通貨の金額に基づくものでよい。 

注意書：認証機関は、管理主体による通貨価値を使用した計算の決定の正当性を査定し、量、重量、または

その他の適切で共通の条件が見出せない証拠の提示を要求する。 

 

3.5    算出認証率の生産量への振替算出認証率の生産量への振替算出認証率の生産量への振替算出認証率の生産量への振替 

3.5.1 認証率は，この規格に従い、平均パーセンテージ方式を使って生産品（定められたプロジェクト）に

振替られる。これは、算出された認証率がプロジェクト全体について適用、告知されるものであり、その構

成部分についてこれをするものではないことを意味する。 

 

3.6    製品の販売製品の販売製品の販売製品の販売    （認証主張の告知（認証主張の告知（認証主張の告知（認証主張の告知をををを含む）含む）含む）含む） 

3.6.1 管理主体による認証原材料の単純パーセンテージの最終的な計算は、すべての原材料が調達、納入、

さらに（a）認証、（b）中立（c）その他の原材料として確認され、プロジェクトが終了した段階で初めて行

われる。 

3.6.2 しかしながら、管理主体は、もしプロジェクトの企画段階で供給者との間に交わされる確約、仕様書、

契約書などによってその予測認証率を示すことが出来るなら、プロジェクトが終了する前に予測認証率を表

示することが出来る。企画段階における認証主張と納入された原材料による最終計算との間の適合性は管理

主体によって行われる内部監査およびそれに続く第三者審査の際に認証機関によって検証される。 

3.6.3 管理主体は、ラベルやロゴの所有者または PEFC各国認証管理団体がこれに代わって発行する有効な

許可やライセンスに基づいてのみラベルやロゴを使用することができる。 

注意書 1：PEFCのロゴが使用される場合は、管理主体は PEFC評議会またはそれに代わる PEFC各国認証

管理団体が発行する有効な PEFCロゴライセンスを所有していることが要求される。 
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注意書 2：特定のプロジェクトに関連する PEFCロゴの使用は、「製品上のロゴ使用（オンプロダクト使用）」

と見なされ、認証原材料の含有率または予想含有率が 70%を超える場合のみの使用となる。 

3.6.4 企画段階における認証原材料の含有率の告知およびロゴやラベル使用は、企画段階において計算され

た予想認証率の認証主張を使用しなければならない。 

 

3.7    問題のある問題のある問題のある問題のある出処出処出処出処 

3.7.1    管理主体は、管理主体またはプロジェクト・メンバーを通じてプロジェクトに供給された非認証品が

問題のある出処からのものでないことを確実にするためのデューディリジェンスシステムの実行に関する責

任を負う。 

3.7.2 管理主体およびプロジェクト・メンバーは、供給者から非認証製品についてそれらが問題のある出処

からのものではない旨の自己宣言書を取得する責任を負う。プロジェクト・メンバーは、そのような自己宣

言書を管理主体に提供する。 

3.7.3 管理主体は、管理主体またはプロジェクト・メンバーに直接納入された非認証製品のすべての供給品

に関するリスクマネジメントを実行する責任を負う。また、管理主体はリスクが「高」として分類された場

合は、続く第二者または第三者検証プログラムを実行する。管理主体は、プロジェクト・メンバーを通じて

納入された供給品に関して第二者または第三者検証プログラムを実行することを許す契約またはその他の合

意関係をプロジェクト・メンバーとの間に締結するべきである。 

 

4.    マネジメントの責任マネジメントの責任マネジメントの責任マネジメントの責任 

4.1 管理主体は、プロジェクト CoC の工程の正確な実行と維持を確実にするために、この規格に従ってマ

ネジメントシステムを構築することが求められる。マネジメントシステムは、プロジェクト・メンバーによ

る行為もその対象範囲に含まれる。 

 

この規格の要求事項に関する責任範囲この規格の要求事項に関する責任範囲この規格の要求事項に関する責任範囲この規格の要求事項に関する責任範囲 

図 1：この規格の要求事項に関する責任範囲 

責任責任責任責任 管理管理管理管理主体主体主体主体 プロジェクト・メンバープロジェクト・メンバープロジェクト・メンバープロジェクト・メンバー 

5 CoC の工程の工程の工程の工程    －－－－    パーセンテージ方式パーセンテージ方式パーセンテージ方式パーセンテージ方式 

5.1.2 プロジェクトの定義 Yes No 

5.2 供給された原材料の確認 Yes Yes(自社が扱う供給品に関して) 

5.3 認証率の計算 Yes No 

5.4 認証率の振替 Yes No 

5.5 販売と告知（ロゴ使用を含む） Yes No 

5.6 問題のある出処 Yes Yes 
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自己宣言書 Yes Yes 

リスク分析 Yes No 

第 2者、第 3者検証 Yes No 

6 マネジメントシステムの要求事項マネジメントシステムの要求事項マネジメントシステムの要求事項マネジメントシステムの要求事項 

6.2 マネジメントの責任 Yes No 

6.3 文書化された手順 Yes No 

6.4 記録管理 Yes No （管理主体に対し供給原材料に関

する記録を提供する） 

6.5 資源の管理 Yes No 

6.6 検査と管理 Yes No 

6.7 苦情 Yes No 

 


